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Atlantic Treaty Organization: NATO）の脆弱な「南方側面」（Southern Flank）として、常々そ
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装組織であるキプロス闘争民族機構（Εθνική Οργάνωσις Κυπρίων Αγωνιστών; Ethniki 
Organosis Kyprion Agoniston: ΕΟΚΑ）の動きが活発化し、それがギリシャ系とトルコ系の対
立に拍車をかけたことで、後年の紛争激化の伏線にもなった。 
 結局、紆余曲折を経てキプロスは 1960 年に独立したが、その際にイギリス、ギリシャ、
トルコの三カ国は保証条約（Treaty of Guarantee）を締結し、有事の際には「後見国」が協
議の上で対応することとなった55。こうしてキプロスにおけるイギリスの影響力と責任は
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キプロス平和維持隊（United Nations Force in Cyprus: UNFICYP）にも部隊を派遣し、治安維
持に注力した。 
 イギリスの軍事関与という観点からは、島内に設置された主権基地領域（Sovereign Base 
Areas: SBA）の存在が何よりも重要な意味をもった57。イギリスの軍事的関心とその象徴と




の基地からなる SBA が誕生した。また、島内の各地にも SBA を補完する施設が置かれる
こととなった。キプロス独立に際して結ばれた創立条約（Treaty concerning the Establishment 
of the Republic of Cyprus）において、その地位は細かく規定された。ただし、基地の使用に
際してはイギリスの権利を広範に認めつつキプロス政府との協議を経る必要が明記され、
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書館（The National Archives of the United Kingdom, Kew, London）に所蔵されている政府文
書を用いて歴史叙述をおこなう。具体的には、政府の最高意思決定機関である内閣及び内
閣府、首相府、国防省、外務省を中心に、イギリスの政策決定過程を跡付ける。そのほか
にも、国防省内のイギリス空軍（Royal Air Force: RAF）及び空軍省（Air Ministry）と陸軍
省（War Office）の後継部局、大蔵省についても適宜利用する64。また、政府が公刊する
Documents on British Policy Overseas はイギリス外交史研究の基礎的史料集であるが、1970
年代は例外的に豊富なテーマを扱った複数の巻が刊行されており、それらを効果的に用い
ることが肝要となる。更に、政府の協賛の下でイギリス帝国史の研究機関が主導して編纂
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なる。したがって、アメリカ国立公文書館（National Archives and Records Administration, 
Archives II, College Park, Maryland）に所蔵されている国務省文書や、同文書館のデータベ
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集である Foreign Relations of the United States をはじめとする各種資料を用いた。また、そ
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初の予定である 1971 年 3 月末よりも引き延ばすことを求めた19。その結果、前述のように
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治問題化すると、68 年 4 月にはマルタ政府による国有化が強行された。ここでもウィルソ
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 また、調印から 5 年が経過し修正の機会が訪れていた二国間協定についても、独立時の
合意では無償の資金供与と借款の比率が 50 対 50 であったものを、ボーグ・オリヴァーは

















                                                        
6 Eric J. Grove, Vanguard to Trident: British Naval Policy since World War II (Annapolis: Naval 
Institute Press, 1987), p. 297. また、英軍部隊のプレゼンス低下はマルタの失業問題と連関し
てイギリスの移民政策上の懸案事項となり、特例として同島からの移民受け入れを認める
ことになった。原田桃子「第二次世界大戦以降におけるイギリスの移民政策の展開」東北
学院大学文学研究科博士論文、2017 年、49–51 頁。 
7 BDEE, Series B, Volume 11: Malta, nos. 239, 240. ただし、イギリス政府と海軍工廠の旧会
社との間では訴訟問題になるなど、少なからぬ影響が生じた。Letter from Beith (Assistant 
Under-Secretary, FCO) to Tucker (Bank of Bermuda), 30 October 1968, T 317/2111, TNA. 
8 CC (70) 12th Conclusions, 12 March 1970, CAB 128/45, TNA. 
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ーバ危機において信憑性を失墜させていた。合同情報委員会（Joint Intelligence Committee: 
JIC）によれば、この時期のソ連は地中海の周辺においても UAR やシリアに利用可能な拠
点を有しており19、そのプレゼンスは西側同盟にとって相当の脅威となっていた。イギリ
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見された。その最たる例として、アメリカによる SBA への U2 偵察機の配備問題が挙げら
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NATO の脆弱化を意味したからである。ミントフが NATO への敵対心を隠そうとしなかっ
たことで、マルタを巡る混乱はアメリカや同盟国にとっても冷戦戦略上の深刻な懸念材料
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マルタと NATO の間でも協定が結ばれ、年 1400 万ポンドを 7 年間に亘って支払うことが
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方針が定められた。依然として部隊が残存していたシンガポールにおいても、僅かな例外
を除いて 76 年 4 月に撤退が完了することになり、香港からも相当程度の部隊が削減され
ることになった140。 
 そして、ウィルソンがフォードへの親書のなかで言及したように、12 月 3 日の下院にお
いて、防衛見直しに関する声明が発表された141。ここにおいて、イギリスの国防政策にお
ける NATO への傾注が改めて明確化された。同月 16 日には下院で、翌 17 日には上院で防
衛見直しに関する討論がおこなわれた。特に下院では、保守党議員を中心にヨーロッパ域
外での軍事関与の縮小や部隊の撤収に対する批判が相次ぎ、まさに侃々諤々の議論が続い
た。最終的に 241 対 58 で議案が可決されたのは、午後 11 時 30 分のことであった142。 
 国内での手続きをひとまず終えたことで、残るは同盟国との折衝であった。下院での声
明と同時に開始された NATO との協議は、概ね順調に進んでいると思われた143。年が明け





                                                        
140 D4/38/DS9, attached to Minute by Tidy (Head of DS9, MOD), “1975 Long Term Costing,” 29 
November 1974, AIR 8/2639, TNA. 
141 Hansard, House of Commons, 3 December 1974, cols. 1351–1369. 
142 Hansard, House of Commons, 16 December 1974, cols. 1147–1297; Hansard, House of Lords, 
17 December 1974, cols. 1042–1155. 












 ところが、防衛見直しの計画についてイギリスから説明を受けた NATO の反応は、まさ
しく散々なものであった。2 月初頭に開かれた NAC 内の委員会における議論では、冒頭か
らイギリスの検討案に対する辛辣な批判が飛び出し、挙句の果てには防衛見直し自体を再
考するよう要求されるという有様であった。イギリス政府の意向を NATO 側に伝える役回












 こうして、防衛見直しを巡る検討作業は NATO との再調整を余儀なくされた。イギリス
政府内では、こうした現状に対する苛立ちがみられた。たとえば、キプロスからの全面的
撤退がアメリカの反対もあって断念され、コストを三分の一程度に削減する代替案に落ち
                                                        
144 Memorandum by the Ministry of Defence, “Defence Review,” attached to Minute by Cormack 
(Defence Department), “Defence Review: Defence & External Affairs Sub-Committee,” 14 January 
1974, FCO 41/1666, TNA. 
































しの最終版を NATO のルンス事務総長に送付する段階に入った。とはいえ、1975 年 3 月
19 日に予定された白書の公表まで、NATO 側が先立って見解を公にすることは避ける必要
があり、ルンスにも根回しをすることとなった152。地中海での部隊の削減に関して同盟国
                                                        
148 Minute from Mumford (Private Secretary to Mason) to Mason, 12 February 1975, DEFE 13/1085, 
TNA. 
149 同時期、現地ではアクロティリに米軍機が配備されているという報道が再び過熱して
いた。Minute from Elliott (Nicosia) to Weston, “The Defence Review and the Bases,” 27 February 
1975, FCO 41/1668, TNA.  
150 CC (75) 10th Conclusions, 27 February 1975, CAB 128/56, TNA. ただし、ヒーリー蔵相はこ
こでも個別意見を表明し、将来的に更なる大幅な歳出削減を検討する必要性を主張した。 
151 その内容は、Paragraphs from the Defence White Paper, attached to D/DS12/48/40/1, Minute 
from Stewart (Head of DS 12, MOD) to Private Secretary to Secretary of State for [sic], “Defence 
Review Consultations with NATO,” 4 March 1975, DEFE 13/1085, TNA, に基づく。 
152 Ibid. また、キャラハン外相からも駐 NATO イギリス代表部に同様の訓令が伝えられた。








しを冒頭に冠した 1975 年版の防衛見積りが、予定通り公刊されたのであった155。 




















                                                        
153 CC (75) 11th Conclusions, 6 March 1975, CAB 128/56, TNA. 
154 Logan to FCO, Telno 116, 7 March 1975, FCO 41/1668, TNA. ただしルンスは、イギリスの
修正案に追加の財源への言及がないことを指摘することも忘れなかった。 
155 Cmnd. 5976, Statement on the Defence Estimates 1975, March 1975. 白書の公刊に関する報
道は、以下を参照。“Radical defence cuts upset NATO allies,” The Guardian, 20 March 1975; “A 
bad time to be cutting defence,” The Times, 20 March 1975. 
156 DUS (FB) 9/2/30 (2), Expenditure Committee Report on the Defence Review, 29 April 1975, 
DEFE 13/1084, TNA. また、同年 1 月に公刊された公共支出白書も併せて参照。Cmnd. 5879, 















































































































                                                        
1 実際に、キプロスではギリシャ系のみならずトルコ系からも、紛争の更なる激化を抑止
する安定剤として SBA の維持が要請された。Constantinou and Richmond, “The Long Mile of 






















                                                        






















































                                                        
4 たとえば、Thomas and Thompson, “Empire and Globalisation”; Martin Thomas, Fight or Flight: 
Britain, France, and Their Roads from Empire (Oxford: Oxford University Press, 2014); Martin 
Thomas, Bob Moore and L.J. Butler, Crises of Empire: Decolonization and Europe’s Imperial States, 



































































                                                        
6 たとえば、冷戦終結後に顕著となった事象として、「ならず者国家」（rogue state）を打倒
した後の軍事占領や、破綻国家（failed state）や民族紛争に対する人道的介入と平和維持活




『平和研究』第 48 号、2018 年 3 月、149–166 頁、を参照。なお、キプロスに派遣された
PKO である UNFICYP も、当初は 3 カ月という短期の駐留を念頭に編成され、そもそも長
期的な駐留は想定されていなかった。James M. Boyd, “Cyprus: Episode in Peacekeeping,” 
International Organization, 20:1 (Winter 1966), pp. 6–7. 
7 なお、国際関係論における理論的視座に基づく脱植民地化の議論についても、更なる深
化が求められよう。そうした研究の一例として、Nicolas Guilhot, “Imperial Realism: Post-War 
IR Theory and Decolonisation, The International History Review, 36:4 (2014), pp. 698–720. 









 時代が下って 1980 年代以降の歴史を眺めれば、「ノット・レビュー」とフォークランド
戦争を契機として、イギリスは再びヨーロッパ域外における軍事関与への関心を高めてい
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Guardian, 10 November 2014. 
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599–608. 









The National Archives of the United Kingdom, Kew, London 
AIR: Records created or inherited by the Air Ministry, the Royal Air Force, and related bodies 
  AIR 2 Air Ministry and Ministry of Defence: Registered Files 
  AIR 8 Air Ministry and Ministry of Defence: Department of the Chief of the Air Staff: 
Registered Files 
  AIR 20 Air Ministry, and Ministry of Defence: Papers accumulated by the Air Historical Branch 
  AIR 23 Air Ministry and Ministry of Defence: Royal Air Force Overseas Commands: Reports 
and Correspondence 
 
CAB: Records of the Cabinet Office 
  CAB 128 Cabinet: Minutes (CM and CC Series) 
  CAB 129 Cabinet: Memoranda (CP and C Series) 
  CAB 130 Cabinet: Miscellaneous Committees: Minutes and Papers (GEN, MISC and REF 
Series) 
  CAB 133 Cabinet Office: Commonwealth and International Conferences and Ministerial Visits 
to and from the UK: Minutes and Papers (ABC and other Series) 
  CAB 148 Cabinet Office: Defence and Oversea Policy Committees and Sub-Committees: 
Minutes and Papers (DO, DOP, OPD and OPDO Series) 
  CAB 163  War Cabinet, Ministry of Defence, and Cabinet Office: Central Intelligence 
Machinery: Joint Intelligence Sub-Committee, later Committee: Secretariat: Files 
  CAB 164 Cabinet Office: Subject (Theme Series) Files 
  CAB 170 Cabinet Office: Chancellor of the Duchy of Lancaster: Registered Files (Y Series) 
  CAB 193 Cabinet Office: European Unit Files (K series) 
 
DEFE: Records of the Ministry of Defence 
  DEFE 4 Ministry of Defence: Chiefs of Staff Committee: Minutes 
  DEFE 5 Ministry of Defence: Chiefs of Staff Committee: Memoranda 
  DEFE 6 Ministry of Defence: Chiefs of Staff Committee: Reports of the Joint Planning Staff 
and successors 
  DEFE 11 Ministry of Defence: Chiefs of Staff Committee: Registered Files 
参考文献 
172 
  DEFE 13 Ministry of Defence: Private Office: Registered Files (all Ministers’) 
  DEFE 24 Ministry of Defence: Defence Secretariat Branches and their Predecessors: Registered 
Files 
  DEFE 25 Ministry of Defence: Chief of Defence Staff: Registered Files (CDS, SCDS and ACDS 
(OPS) Series) 
  DEFE 31 Ministry of Defence: Defence Intelligence Staff: Director General of Intelligence, later 
Chief of Defence Intelligence; Deputy Chief of Defence Staff (Intelligence); Directorate 
of Management and Support of Intelligence; and Defence Intelligence Staff Secretariat: 
Registered Files 
  DEFE 68 Ministry of Defence: Central Staffs: Registered Files and Branch Folders 
  DEFE 69 Ministry of Defence (Navy): Registered Files and Branch Folders 
 
FCO: Records of the Foreign and Commonwealth Office and predecessors 
  FCO 8 Foreign Office and Foreign and Commonwealth Office: Arabian Department and Middle 
East Department: Registered Files (B and NB Series) 
  FCO 9 Foreign Office, Central Department and Foreign and Commonwealth Office, Southern 
European Department: Registered Files (C and WS Series) 
  FCO 15 Foreign Office and Foreign and Commonwealth Office: South East Asian Department: 
Registered Files (D and FA Series) 
  FCO 17 Foreign Office, Eastern Department and successors: Registered Files (E and NE Series) 
  FCO 28 Foreign Office and Foreign and Commonwealth Office: Northern Department and East 
European and Soviet Department (and succeeding departments): Registered Files (N, EN 
and ES Series) 
  FCO 30  Foreign Office and Foreign and Commonwealth Office: European Economic 
Organisations Department and successors: Registered Files (ME and MW Series) 
  FCO 39 Foreign Office, North and East African Department and successors: Registered Files (V 
and NA Series) 
  FCO 41 Foreign Office, Western Organisations and Co-ordination Department and Foreign and 
Commonwealth Office, Western Organisations Department: Registered Files (W and WD 
Series) 
  FCO 46 Foreign Office and Foreign and Commonwealth Office: Defence Department and 
successors: Registered Files (ZD, DP and DT Series) 
  FCO 47  Foreign Office and Foreign and Commonwealth Office: Consular Department: 
Registered Files (K, KO and GK Series) 
  FCO 49  Foreign and Commonwealth Office and predecessors: Planning Staff and 
Commonwealth Policy and Planning Department: Registered Files (PP, ZP and RS Series) 
参考文献 
173 
  FCO 93  Foreign and Commonwealth Office: Near East and North Africa Department: 
Registered Files (NF Series) 
 
PREM: Records of the Prime Minister’s Office 
  PREM 13 Prime Minister’s Office: Correspondence and Papers, 1964–1970 
  PREM 15 Prime Minister’s Office: Correspondence and Papers, 1970–1974 
  PREM 16 Prime Minister’s Office: Correspondence and Papers, 1974–1979 
 
T: Records created or inherited by HM Treasury 
  T 225 Treasury: Defence Policy and Materiel Division: Registered Files (DM and 2DM Series) 
  T 312 Treasury: Finance Overseas and Co-ordination Division: Registered Files (2F Series) 
  T 317 Treasury: Finance – Overseas Development Divisions and successors: Registered Files 
(2FD Series) 
  T 355 Treasury: Overseas Finance Group: Finance (European Co-ordination) Division (2EC 
series) and Finance (European Monetary) Division (2F (EM) series) 
 
WO: Records created or inherited by the War Office, Armed Forces, Judge Advocate General, and 
related bodies 
  WO 32 War Office and successors: Registered Files (General Series) 




National Archives and Records Administration, Archives II, College Park, Maryland 
Record Group 59, Central Foreign Policy Files, 1967–1969, Political and Defense 
Record Group 59, Subject-Numeric Files, 1970–1973, Political and Defense 
 
National Archives and Records Administration (Website) 




British Documents on the End of Empire 
S.R. Ashton and Wm. Roger Louis (eds.), British Documents on the End of Empire, Series A, Volume 
5: East of Suez and the Commonwealth 1964–1971, Part I: East of Suez (London: The 
Stationary Office, 2004). 
参考文献 
174 
––––––, British Documents on the End of Empire, Series A, Volume 5: East of Suez and the 
Commonwealth 1964–1971, Part II: Europe, Rhodesia, Commonwealth (London: The 
Stationary Office, 2004). 
––––––, British Documents on the End of Empire, Series A, Volume 5: East of Suez and the 
Commonwealth 1964–1971, Part III: Dependent Territories, Africa, Economics, Race 
(London: The Stationary Office, 2004). 
A.J. Stockwell (ed.), British Documents on the End of Empire, Series B, Volume 8: Malaysia 
(London: The Stationary Office, 2004). 
Simon C. Smith (ed.), British Documents on the End of Empire, Series B, Volume 11: Malta (London: 
The Stationary Office, 2006). 
Anne Thurston (ed.), British Documents on the End of Empire, Series C, Volume 1: Records of the 
Colonial Office, Dominions Office, Commonwealth Relations Office and Commonwealth 
Office (London: Her Majesty’s Stationery Office, 1995). 
––––––, British Documents on the End of Empire, Series C, Volume 2: Records of the Cabinet, 
Foreign Office, Treasury and Other Records (London: The Stationery Office, 1998). 
 
Documents on British Policy Overseas 
G. Bennett and K.A. Hamilton (eds.), Documents on British Policy Overseas, Series III, Volume II: 
The Conference on Security and Cooperation in Europe, 1972–75 (London: The Stationery 
Office, 1997). 
––––––, Documents on British Policy Overseas, Series III, Volume III: Détente in Europe, 1972–
1976 (London: Frank Cass, 2001). 
Keith Hamilton and Patrick Salmon (eds.), Documents on British Policy Overseas, Series III, Volume 
IV: The Year of Europe: America, Europe and the Energy Crisis, 1972–1974 (London: 
Routledge, 2006). 
––––––, Documents on British Policy Overseas, Series III, Volume V: The Southern Flank in Crisis, 
1973–1976 (London: Routledge, 2006). 
 
アメリカ 
Digital National Security Archive 
The Kissinger Telephone Conversations: A Verbatim Record of U.S. Diplomacy, 1969–1977 
The Kissinger Transcripts: A Verbatim Record of U.S. Diplomacy, 1969–1977 
 
Foreign Relations of the United States 
US Department of State, Foreign Relations of the United States, 1964–1968, Volume XII, Western 
Europe (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2001). 
参考文献 
175 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1964–1968, Volume XX, Arab-Israeli Dispute, 1967–
1968 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2001). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1964–1968, Volume XXI, Near East Region; Arabian 
Peninsula (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2000). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XV, Soviet Union, June 1972–
August 1974 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2011). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XVI, Soviet Union, August 
1974–December 1976 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 
2012). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XXIV, Middle East Region and 
Arabian Peninsula, 1969–1972; Jordan, September 1970 (Washington D.C.: United States 
Government Printing Office, 2008). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XXV, Arab-Israeli Crisis and 
War, 1973 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2011). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XXIX, Eastern Europe; Eastern 
Mediterranean, 1969–1972 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 
2007). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XXX, Greece; Cyprus; Turkey, 
1973–1976 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2007). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume XLI, Western Europe; NATO, 
1969–1972 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 2012). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume E–5, Part 2, Documents on 
North Africa, 1969–1972 (Washington D.C.: United States Government Printing Office, 
2007). 
––––––, Foreign Relations of the United States, 1969–1976, Volume E–15, Part 2, Documents on 




Akten zur Auswärtigen Politik der Bundesrepublik Deutschland 
Hans-Peter Schwarz (Hg.), Akten zur Auswärtigen Politik der Bundesrepublik Deutschland 1968, 2 
Bände (München: Oldenbourg, 1999). 
––––––, Akten zur Auswärtigen Politik der Bundesrepublik Deutschland 1969, 2 Bände (München: 
Oldenbourg, 2000). 




––––––, Akten zur Auswärtigen Politik der Bundesrepublik Deutschland 1971, 3 Bände (München: 
Oldenbourg, 2002). 
––––––, Akten zur Auswärtigen Politik der Bundesrepublik Deutschland 1972, 3 Bände (München: 
Oldenbourg, 2003). 
––––––, Akten zur Auswärtigen Politik der Bundesrepublik Deutschland 1973, 3 Bände (München: 
Oldenbourg, 2004). 




Documents diplomatiques français 
Ministère des affaires étrangères, Documents diplomatiques français 1968, tome I, 1er janvier – 29 
juin (Bluxelles: Peter Lang, 2009). 
––––––, Documents diplomatiques français 1969, tome II, 1er juillet – 31 décembre (Bluxelles: Peter 
Lang, 2012). 
––––––, Documents diplomatiques français 1970, tome I, 1er janvier – 30 juin (Bluxelles: Peter Lang, 
2013). 
––––––, Documents diplomatiques français 1970, tome II, 1er juillet – 31 décembre (Bluxelles: Peter 
Lang, 2014). 




Documents on Australian Foreign Policy 
S.R. Ashton, Carl Bridge and Stuart Ward (eds.), Documents on Australian Foreign Policy, Volume 
27: Australia and the United Kingdom, 1960–1975 (Canberra: Australian Department of 




Parliamentary Command Paper 
Cmd. 9043, Treaty of Friendship and Alliance between Her Majesty in respect of the United Kingdom 
of Great Britain and Northern Ireland and His Majesty The King of the United Kingdom 
of Libya [with Military and Financial Agreements and Exchange of Notes], 29 July 1953. 
Cmnd. 1252, Treaty concerning the Establishment of the Republic of Cyprus [with Exchanges of 
Notes], 16 August 1960. 
参考文献 
177 
Cmnd. 1253, Cyprus Treaty of Guarantee, 16 August 1960. 
Cmnd. 1261, Report of the Malta Constitutional Commission, 1960, February 1961. 
Cmnd. 3110, Agreement on Mutual Defence and Assistance between the Government of the United 
Kingdom of Great Britain and Northern Ireland and the Government of Malta, 21 
September 1964. 
Cmnd. 3111, Agreement on Financial Assistance between the Government of the United Kingdom of 
Great Britain and Northern Ireland and the Government of Malta, 21 September 1964. 
Cmnd. 3231, Exchange of Notes between the Government of the United Kingdom of Great Britain 
and Northern Ireland and the Government of the United States of America concerning the 
Availability for Defence Purposes of the British Indian Ocean Territory, 30 December 1966. 
Cmnd. 3357, Supplementary Statement on Defence Policy 1967, July 1967. 
Cmnd. 3540, Statement on the Defence Estimates 1968, February 1968. 
Cmnd. 3927, Statement on the Defence Estimates 1969, February 1969. 
Cmnd. 4290, Statement on the Defence Estimates 1970, February 1970. 
Cmnd. 4521, Supplementary Statement on Defence Policy 1970, October 1970. 
Cmnd. 4592, Statement on the Defence Estimates 1971, February 1971. 
Cmnd. 4715, The United Kingdom and the European Communities, July 1971. 
Cmnd. 4891, Statement on the Defence Estimates 1972, February 1972. 
Cmnd. 4943, Agreement between the Government of the United Kingdom of Great Britain and 
Northern Ireland and the Government of Malta with respect to the Use of Military 
Facilities in Malta, 26 March 1972. 
Cmnd. 4950, Exchange of Notes between the Government of the United Kingdom of Great Britain 
and Northern Ireland and the Government of the Libyan Arab Republic terminating the 
Treaty of Friendship and Alliance, together with the Agreements on Financial and Military 
Matters, signed at Benghazi on 29 July 1953, 25 January 1972. 
Cmnd. 5160, Exchange of Notes between the Government of the United Kingdom of Great Britain 
and Northern Ireland and the Government of the United States of America concerning a 
limited United States Naval Communications Facility on Diego Garcia, British Indian 
Ocean Territory (The Diego Garcia Agreement 1972), 24 October 1972. 
Cmnd. 5231, Statement on the Defence Estimates 1973, February 1973. 
Cmnd. 5694, Agreement establishing an Association between the European Economic Community 
and the Republic of Cyprus and Protocol laying down certain provisions relating to the 
Agreement consequent on the Accession of new Member States to the European Economic 
Community, 19 December 1972. 
Cmnd. 5712, Cyprus Declaration and Statement by the Foreign Ministers of Greece, Turkey and the 
United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland, 30 July 1974. 
参考文献 
178 
Cmnd. 5879, Public Expenditure to 1978–79, January 1975. 
Cmnd. 5976, Statement on the Defence Estimates 1975, March 1975. 
 
Parliamentary Debate [Hansard] 
Hansard, House of Commons 
Hansard, House of Lords 
 
回顧録 
James Callaghan, Time and Chance (London: Collins, 1987). 
Lord Carrington, Reflecting on Things Past: The Memoirs of Peter Lord Carrington (London: Collins, 
1988). 
Gerald R. Ford, A Time to Heal (New York: Harper & Row, 1979). 
 【邦訳】ジェラルド・R・フォード（関西テレビ放送編）『フォード回顧録――私がアメ
リカの分裂を救った』サンケイ出版、1979 年。 
Denis Healey, The Time of My Life (London: Michael Joseph, 1989). 
Edward Heath, The Course of My Life: My Autobiography (London: Hodder & Stoughton, 1998). 
Lord Home, The Way the Wind Blows: An Autobiography (London: Collins, 1976). 







––––––, Years of Renewal (New York: Simon & Schuster, 1999). 
Roy Mason, Paying the Price (London: Robert Hale, 1999). 






Helmut Schmidt, Die Deutschen und ihre Nachbarn: Menschen und Mächte II (Berlin: Siedler, 1990). 
 【邦訳】H・シュミット（永井清彦・片岡哲史・三輪晴啓・内野隆司訳）『ドイツ人と隣
人たち――続シュミット外交回想録』上下巻、岩波書店、1991 年。 
Michael Stewart, Life and Labour: An Autobiography (London: Sidgwick & Jackson, 1980). 
参考文献 
179 
Kurt Waldheim, In the Eye of the Storm: The Memoirs of Kurt Waldheim (London: Weidenfeld & 
Nicolson, 1985). 
Harold Wilson, The Labour Government 1964–1970: A Personal Record (London: Weidenfeld & 
Nicolson, 1971). 
––––––, Final Term: The Labour Government 1974–1976 (London: Weidenfeld & Nicolson, 1979). 
 
新聞 
The Daily Telegraph 



















Jan Asmussen, Cyprus at War: Diplomacy and Conflict during the 1974 Crisis (London: I.B. Tauris, 
2008). 
Dennis Austin, Malta and the End of Empire (London: Frank Cass, 1971). 
Douglas Austin, Malta and British Strategic Policy 1925–43 (London: Frank Cass, 2004). 
John Baylis, Anglo-American Defence Relations 1939–1984: The Special Relationship, 2nd ed. 





Gill Bennett, Six Moments of Crisis: Inside British Foreign Policy (Oxford: Oxford University Press, 
2013). 
D. George Boyce, Decolonisation and the British Empire, 1775–1997 (Basingstoke: Macmillan, 
1999). 
Judith M. Brown and Wm. Roger Louis (eds.), The Oxford History of the British Empire, Volume IV: 
The Twentieth Century (Oxford: Oxford University Press, 1999). 
John Burke, Britain and the Cyprus Crisis of 1974: Conflict, Colonialism and the Politics of 
Remembrance in Greek Cypriot Society (London: Routledge, 2018). 




国Ⅱ――危機と解体 1914–1990』名古屋大学出版会、1997 年。 
Elena Calandri, Daniele Caviglia and Antonio Varsori (eds.), Détente in Cold War Europe: Politics 
and Diplomacy in the Mediterranean and the Middle East (London: I.B. Tauris, 2016). 
Paul Caruana Galizia, The Economy of Modern Malta: From the Nineteenth to the Twenty-First 
Century (Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2017). 
Andreas Constandinos, The Cyprus Crisis: Examining the Role of the British and American 
Governments during 1974 (Drakes Circus: University of Plymouth Press, 2012). 
Rory Cormac, Confronting the Colonies: British Intelligence and Counterinsurgency (London: Hurst, 
2013). 
Phillip Darby, British Defence Policy East of Suez 1947–1968 (London: Oxford University Press, 
1973). 
John Darwin, Britain and Decolonisation: The Retreat from Empire in the Post-war World 
(Basingstoke: Macmillan, 1988). 
––––––, The End of the British Empire: The Historical Debate (Oxford: Basil Blackwell, 1991). 
––––––, After Tamerlane: The Rise and Fall of Global Empires, 1400–2000 (London: Allen Lane, 
2007). 
––––––, The Empire Project: The Rise and Fall of the British World-System, 1830–1970 (Cambridge: 
Cambridge University Press, 2009). 
––––––, Unfinished Empire: The Global Expansion of Britain (London: Allen Lane, 2012). 
Panagiotis Dimitrakis, Military Intelligence in Cyprus: From the Great War to Middle East Crises 
(London: I.B. Tauris, 2010). 
––––––, Failed Alliances of the Cold War: Britain’s Strategy and Ambitions in Asia and the Middle 
East (London: I.B. Tauris, 2012). 
Michael Dockrill, British Defence since 1945 (Oxford: Basil Blackwell, 1988). 
参考文献 
181 
Saki Dockrill, Britain’s Retreat from East of Suez: The Choice Between Europe and the World? 
(Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2002). 
John Dumbrell, A Spetial Relationship: Anglo-American Relations in the Cold War and After 
(Basingstoke: Macmillan, 2001). 
Aaron Edwards, Defending the Realm? The Politics of Britain’s Small Wars Since 1945 (Manchester: 
Manchester University Press, 2012). 
Peter Elliott, The Cross and the Ensign: A Naval History of Malta 1798–1979 (London: Granada 
Publishing, 1982). 
Hubert Faustmann and Nicos Peristianis (eds.), Britain in Cyprus: Colonialism and Post-Colonialism 
1878–2006 (Möhnesee-Wamel: Bibliopolis, 2006). 




Lawrence Freedman and Jeffrey H. Michaels (eds.), Scripting Middle East Leaders: The Impact of 
Leadership Perceptions on US and UK Foreign Policy (London: Bloomsbury, 2013). 
Norbert Frei, 1968: Jugendrevolte und globaler Protest (München: dtv, 2008). 
 【邦訳】ノルベルト・フライ（下村由一訳）『1968 年――反乱のグローバリズム』みすず
書房、2012 年。 
David French, Army, Empire, and Cold War: The British Army and Military Policy, 1945–1971 
(Oxford: Oxford University Press, 2012). 
––––––, Fighting EOKA: The British Counter-Insurgency Campaign on Cyprus, 1955–1959 
(Oxford: Oxford University Press, 2015). 
Henry Frendo, Europe and Empire: Culture, Politics and Identity in Malta and the Mediterranean 
(1912–1946) (Santa Venera: Midsea Books, 2012). 
Steven G. Galpern, Money, Oil, and Empire in the Middle East: Sterling and Postwar Imperialism, 
1944–1971 (Cambridge: Cambridge University Press, 2009). 
Sean Greenwood, Britain and the Cold War, 1945–91 (Basingstoke: Macmillan, 2000). 
Eric J. Grove, Vanguard to Trident: British Naval Policy since World War II (Annapolis: Naval 
Institute Press, 1987). 
William Hale, Turkish Foreign Policy since 1774, 3rd ed. (London: Routledge, 2013). 
Edward Hampshire, From East of Suez to the Eastern Atlantic: British Naval Policy 1964–70 
(Farnham: Ashgate, 2013). 
Jussi M. Hanhimäki, The Flawed Architect: Henry Kissinger and American Foreign Policy (Oxford: 
Oxford University Press, 2004). 
参考文献 
182 
––––––, The Rise and Fall of Détente: American Foreign Policy and the Transformation of the Cold 
War (Washington D.C.: Potomac Books, 2013). 
Brian Harrison, Seeking a Role: The United Kingdom, 1951–1970 (Oxford: Oxford University Press, 
2009). 
––––––, Finding a Role? The United Kingdom 1970–1990 (Oxford: Oxford University Press, 2010). 
Parker T. Hart, Two NATO Allies at the Threshold of War: Cyprus, a Firsthand Account of Crisis 
Management, 1965–1968 (Durham: Duke University Press, 1990). 
Claudia Hiepel (ed.), Europe in a Globalising World: Global Challenges and European Responses 
in the „long‟ 1970s (Baden-Baden: Nomos, 2014). 
Christopher Hitchens, The Trial of Henry Kissinger (London: Verso, 2001). 
 【邦訳】クリストファー・ヒッチンス（井上泰浩訳）『アメリカの陰謀とヘンリー・キッ
シンジャー』集英社、2002 年。 
Robert [R.F.] Holland, European Decolonization 1918–1981: An Introductory Survey (Basingstoke: 
Macmillan, 1985). 
––––––, Britain and the Revolt in Cyprus, 1954–1959 (Oxford: Oxford University Press, 1998). 
––––––, Blue-Water Empire: The British in the Mediterranean since 1800 (London: Allen Lane, 
2012). 
Stephen Howe, Empire: A Very Short Introduction (Oxford: Oxford University Press, 2002). 
Geraint Hughes, Harold Wilson’s Cold War: The Labour Government and East-West Politics, 1964–
1970 (Woodbridge: The Boydell Press, 2009). 
Ronald Hyam, Britain’s Declining Empire: The Road to Decolonisation, 1918–1968 (Cambridge: 
Cambridge University Press, 2006). 
Catherine Hynes, The Year That Never Was: Heath, the Nixon Administration and the Year of Europe 
(Dublin: University College Dublin Press, 2009). 
Catharine Hynes and Sandra Scanlon (eds.), Reform and Renewal: Transatlantic Relations during 
the 1960s and 1970s (Newcastle: Cambridge Scholars Publishing, 2009). 
Ashley Jackson, The British Empire: A Very Short Introduction (Oxford: Oxford University Press, 
2013). 
Ben Jackson and Robert Saunders (eds.), Making Thatcher’s Britain (Cambridge: Cambridge 
University Press, 2012). 
Joseph S. Joseph, Cyprus: Ethnic Conflict and International Politics (Basingstoke: Macmillan, 1997). 
Eirini Karamouzi, Greece, the EEC and the Cold War, 1974–1979: The Second Enlargement 
(Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2014). 
Christos Kassimeris, Greece and the American Embrace: Greek Foreign Policy Towards Turkey, the 
US and the Western Alliance (London: I.B. Tauris, 2010). 
Dane Kennedy, Decolonization: A Very Short Introduction (Oxford: Oxford University Press, 2016). 
参考文献 
183 
Greg Kennedy (ed.), British Naval Strategy East of Suez 1900–2000: Influences and Actions 
(London: Frank Cass, 2005). 
Michalis Kontos, Sozos-Christos Theodoulou, Nikos Panayiotides and Haralambos Alexandrou 
(eds.), Great Power Politics in Cyprus: Foreign Interventions and Domestic Perceptions 
(Newcastle: Cambridge Scholars Publishing, 2014). 
Melvyn P. Leffler, A Preponderance of Power: National Security, the Truman Administration, and 
the Cold War (Stanford: Stanford University Press, 1992). 
Melvyn P. Leffler and Odd Arne Westad, The Cambridge History of the Cold War, Volume II: Crises 
and Détente (Cambridge: Cambridge University Press, 2010). 
Douglas Little, American Orientalism: The United States and the Middle East since 1945 (Chapel 
Hill: The University of North Carolina Press, 2002). 
Wm. Roger Louis, Ends of British Imperialism: The Scramble for Empire, Suez and Decolonization 
(London: I.B. Tauris, 2006). 
Wm. Roger Louis and Hedley Bull (eds.), The ‘Special Relationship’: Anglo-American Relations 
Since 1945 (Oxford: Oxford University Press, 1986). 
Geir Lundestad, “Empire” by Integration: The United States and European Integration, 1945–1997 
(Oxford: Oxford University Press, 1998). 
 【邦訳】ゲア・ルンデスタッド（河田潤一訳）『ヨーロッパの統合とアメリカの戦略――
統合による「帝国」への道』NTT 出版、2005 年。 
Victor Mallia-Milanes (ed.), The British Colonial Experience 1800–1964: The Impact on Maltese 
Society (Msida: Mireva Publications, 1988). 
William Mallinson, Britain and Cyprus: Key Themes and Documents Since World War II (London: 
I.B. Tauris, 2011). 
Andrew Marr, A History of Modern Britain (Basingstoke: Macmillan, 2007). 
Spencer Mawby, British Policy in Aden and the Protectorates 1955–67: Last Outpost of a Middle 
East Empire (London: Routledge, 2005). 
Mark Mazower, No Enchanted Palace: The End of Empire and the Ideological Origins of the United 
Nations (Princeton: Princeton University Press, 2009). 
 【邦訳】マーク・マゾワー（池田年穂訳）『国連と帝国――世界秩序をめぐる攻防の 20
世紀』慶應義塾大学出版会、2015 年。 
––––––, Governing the World: The History of an Idea (London: Penguin Press, 2012). 
 【邦訳】マーク・マゾワー（依田卓巳訳）『国際協調の先駆者たち――理想と現実の 200
年』NTT 出版、2015 年。 




James Edward Miller, The United States and the Making of Modern Greece: History and Power, 
1950–1974 (Chapel Hill: University of North Carolina Press, 2009). 
Daniel Möckli, European Foreign Policy during the Cold War: Heath, Brandt, Pompidou and the 
Dream of Political Unity (London: I.B. Tauris, 2009). 
Brendan O’Malley and Ian Craig, The Cyprus Conspiracy: America, Espionage and the Turkish 
Invasion (London: I.B. Tauris, 2001). 
Michael B. Oren, Six Days of War: June 1967 and the Making of the Modern Middle East (Oxford: 
Oxford University Press, 2002). 
 【邦訳】マイケル・B・オレン（滝川義人訳）『第三次中東戦争全史』原書房、2012 年。 
P.L. Pham, Ending ‘East of Suez’: The British Decision to Withdraw from Malaysia and Singapore 
1964–1968 (Oxford: Oxford University Press, 2010). 
Jeffrey Picketing, Britain’s Withdrawal from East of Suez: The Politics of Retrenchment 
(Basingstoke: Palgrave, 1998). 
Abraham Rabinovich, The Yom Kippur War: The Epic Encounter That Transformed the Middle East 
(New York: Schocken, 2004). 
 【邦訳】アブラハム・ラビノビッチ（滝川義人訳）『ヨムキプール戦争全史』並木書房、
2008 年。 
David Reynolds, Britannia Overruled: British Policy and World Power in the Twentieth Century, 2nd 
ed. (London: Longman, 2000). 
Thomas Robb, A Strained Partnership? US-UK Relations in the Era of Détente, 1969–77 
(Manchester: Manchester University Press, 2013). 
Angela Romano, From Détente in Europe to European Détente: How the West Shaped the Helsinki 
CSCE (Brussels: Peter Lang, 2009). 
Niklas H. Rossbach, Heath, Nixon and the Rebirth of the Special Relationship: Britain, the US and 
the EC, 1969–74 (Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2009). 
David Sanders and David Patrick Houghton, Losing an Empire, Finding a Role: British Foreign 
Policy Since 1945, 2nd ed. (Basingstoke: Palgrave, 2017). 
Daniel J. Sargent, A Superpower Transformed: The Remaking of American Foreign Relations in the 
1970s (Oxford: Oxford University Press, 2015). 
Shohei Sato, Britain and the Formation of the Gulf States: Embers of Empire (Manchester: 
Manchester University Press, 2016). 
David F. Schmitz, The United States and Right-Wing Dictatorships, 1965–1989 (Cambridge: 
Cambridge University Press, 2006). 
Anthony Seldon and Kevin Hickson (eds.), New Labour, Old Labour: The Wilson and Callaghan 
Governments, 1974–79 (London: Routledge, 2004). 
参考文献 
185 
Simon C. Smith, Ending Empire in the Middle East: Britain, the United States and Post-war 
Decolonization, 1945–1973 (London: Routledge, 2012). 
Simon C. Smith (ed.), Reassessing Suez 1956: New Perspectives on the Crisis and its Aftermath 
(London: Routledge, 2008). 
––––––, The Wilson-Johnson Correspondence, 1964–69 (Farnham: Ashgate, 2015). 
Ronald Bruce St John, Libya and the United States: Two Centuries of Strife (Philadelphia: University 
of Pennsylvania Press, 2002). 
––––––, Libya: Continuity and Change (London: Routledge, 2011). 
Christopher Sutton, Britain’s Cold War in Cyprus and Hong Kong: A Conflict of Empires 
(Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2017). 
Martin Thomas, Fight or Flight: Britain, France, and Their Roads from Empire (Oxford: Oxford 
University Press, 2014). 
Martin Thomas, Bob Moore and L.J. Butler, Crises of Empire: Decolonization and Europe’s Imperial 
States, 2nd ed. (London: Bloomsbury, 2015). 
Dirk Vandewalle, Libya since Independence: Oil and State-Building (Ithaca: Cornel University Press, 
1998). 
––––––, A History of Modern Libya, 2nd ed. (Cambridge: Cambridge University Press, 2012). 
Dirk Vandewalle (ed.), Libya since 1969: Qadhafi’s Revolution Revisited (Basingstoke: Palgrave 
Macmillan, 2008). 
Andrekos Varnava, British Imperialism in Cyprus, 1878–1915: The Inconsequential Possession 
(Manchester: Manchester University Press, 2009). 
Antonio Varsori and Guia Migani (eds.), Europe in the International Arena during the 1970s: 
Entering a Different World / L’Europe sur la scène internationale dans les années 1970: à 
la découverte d’un nouveau monde (Bruxelles: Peter Lang, 2011). 
Poul Villaume and Odd Arne Westad (eds.), Perforating the Iron Curtain: European Détente, 
Transatlantic Relations, and the Cold War, 1965–1985 (Copenhagen: Museum 
Tusculanum Press, 2010). 
Odd Arne Westad, The Global Cold War: Third World Interventions and the Making of Our World 




John Wright, A History of Libya, revised and updated ed. (London: Hurst, 2012). 
John W. Young, Britain and European Unity, 1945–1992 (Basingstoke: Macmillan, 1993). 
––––––, Britain and the World in the Twentieth Century (London: Arnold, 1997). 
参考文献 
186 
––––––, Twentieth-Century Diplomacy: A Case Study of British Practice, 1963–1976 (Cambridge: 
Cambridge University Press, 2008). 
 
欧語文献［論文］ 
Fiona B. Adamson, “Democratization and the Domestic Sources of Foreign Policy: Turkey in the 
1974 Cyprus Crisis,” Political Science Quarterly, 116:2 (Summer 2001), pp. 277–303. 
Nathan Alexander, “Libya: The Continuous Revolution,” Middle Eastern Studies, 17:2 (April 1981), 
pp. 210–227. 
Arsalan Alshinawi, “Malta’s Post-Independence Policy-Making: An International Political Economy 
Perspective,” Journal of Maltese History, 4:1 (2014), pp. 16–25. 
David M. Anderson, “Policing and Communal Conflict: The Cyprus Emergency, 1954–60,” The 
Journal of Imperial and Commonwealth History, 21:3 (1993), pp. 177–207. 
Christopher Andrew, “British official perceptions of Muammar Gaddafi, 1969–2011,” in Lawrence 
Freedman and Jeffrey H. Michaels (eds.), Scripting Middle East Leaders: The Impact of 
Leadership Perceptions on US and UK Foreign Policy (London: Bloomsbury, 2013), pp. 
195–212. 
Nigel J. Ashton, “‘A “Special Relationship” Sometimes in Spite of Ourselves’: Britain and Jordan, 
1957–73,” The Journal of Imperial and Commonwealth History, 33:2 (May 2005), pp. 
221–244. 
––––––, “Pulling the Strings: King Hussein’s Role during the Crisis of 1970 in Jordan,” The 
International History Review, 28:1 (March 2006), pp. 94–118. 
S.R. Ashton, “British Government Perspectives on the Commonwealth, 1964–71: An Asset or a 
Liability?,” The Journal of Imperial and Commonwealth History, 35:1 (March 2007), pp. 
73–94. 
Jan Asmussen, “The Post-Cold War Legacies of US Realism: The 1974 Cyprus Crisis in Perspective,” 
in Elena Calandri, Daniele Caviglia and Antonio Varsori (eds.), Détente in Cold War 
Europe: Politics and Diplomacy in the Mediterranean and the Middle East (London: I.B. 
Tauris, 2016), pp. 155–169. 
Netanel Avneri, “Iraq’s oil war in the USA during the October 1973 War,” Middle Eastern Studies, 
52:5 (2016), pp. 754–771. 
Pamela Ballinger, “Colonial Twilight: Italian Settlers and the Long Decolonization of Libya,” 
Journal of Contemporary History, 51:4 (October 2016), pp. 813–838. 
Kristi N. Barnwell, ““Caught Between His Friends and His Enemies”: The Evolution of American-
Jordanian Collaboration in the 1960s,” Diplomacy & Statecraft, 22:2 (2011), pp. 281–299. 




Andrea Benvenuti, “A Parting of the Ways: the British Military Withdrawal from Southeast Asia and 
its Critical Impact on Anglo-Australian Relations, 1965–68,” Contemporary British 
History, 20:4 (December 2006), pp. 575–605. 
––––––, “The Heath Government and British Defence Policy in Southeast Asia at the End of Empire 
(1970–71),” Twentieth Century British History, 20:1 (January 2009), pp. 53–73. 
Christophe Berdat, «L’avènement de la politique méditerranéenne globale de la CEE», Relations 
internationales, n° 130 (2007), pp. 87–109. 
Stephen Blackwell, “Saving the King: Anglo-American Strategy and British Counter-Subversion 
Operations in Libya, 1953–59,” Middle Eastern Studies, 39:1 (January 2003), pp. 1–18. 
Yehuda Blanga, “‘The Russians are Coming, the Russians are Coming’: American Management of 
the Crisis Associated with Ending the October 1973 War,” Middle Eastern Studies, 49:4 
(2013), pp. 563–589. 
James M. Boyd, “Cyprus: Episode in Peacekeeping,” International Organization, 20:1 (Winter 1966), 
pp. 1–17. 
H.W. Brands, Jr., “America Enters the Cyprus Tangle, 1964,” Middle Eastern Studies, 23:3 (July 
1987), pp. 348–362. 
John Albert Noel Brehony, “Explaining the triumph of the National Liberation Front,” Middle 
Eastern Studies, 53:1 (2017), pp. 35–50. 
Douglas Brinkley, “Dean Acheson and the ‘Special Relationship’: The West Point Speech of 
December 1962,” The Historical Journal, 33:3 (September 1990), pp. 599–608. 
Elena Calandri, «L’aide au développement. Entre économie, culture et relations internationales», 
Relations internationales, no 157 (2014), pp. 71–95. 
––––––, “Understanding the EEC Mediterranean Policy: Trade, Security, Development and the 
Redrafting of Mediterranean Boundaries,” in Claudia Hiepel (ed.), Europe in a Globalising 
World: Global Challenges and European Responses in the „long‟ 1970s (Baden-Baden: 
Nomos, 2014), pp. 165–184. 
––––––, “The United States, the EEC and the Mediterranean: Rivalry or Complementarity?,” in 
Elena Calandri, Daniele Caviglia and Antonio Varsori (eds.), Détente in Cold War Europe: 
Politics and Diplomacy in the Mediterranean and the Middle East (London: I.B. Tauris, 
2016), pp. 33–48. 
Paul Caruana-Galizia, “Strategic colonies and economic development: real wages in Cyprus, 
Gibraltar, and Malta, 1836–1913,” The Economic History Review, 68:4 (November 2015), 
pp. 1250–1276. 
Daniel Wei Boon Chua, “America’s Role in the Five Power Defence Arrangements: Anglo-American 
Power Transition in South-East Asia, 1967–1971,” The International History Review, 39:4 
(2017), pp. 615–637. 
参考文献 
188 
John Clarke, ““A Minor Disagreement within the Family”: Henry Kissinger and James Callaghan 
during the Cyprus Crisis of 1974,” in Catharine Hynes and Sandra Scanlon (eds.), Reform 
and Renewal: Transatlantic Relations during the 1960s and 1970s (Newcastle: Cambridge 
Scholars Publishing, 2009), pp. 151–170. 
Richard Clogg, “The Sovereign Base Areas: colonialism redivivus?,” Byzantine and Modern Greek 
Studies, 39:1 (March 2015), pp. 138–150. 
Aoife Collins, “The Cabinet Office, Tony Benn and the Renegotiation of Britain’s Terms of Entry 
into the European Community, 1974–1975,” Contemporary British History, 24:4 
(December 2010), pp. 471–491. 
Carole Collins, “Imperialism & Revolution in Libya,” MERIP Reports, 27 (April 1974), pp. 3–22. 
Andreas Constandinos, “Britain, America and the Sovereign Base Areas from 1960–1978,” The 
Cyprus Review, 21:2 (Fall 2009), pp. 13–36. 
––––––, “US-British Policy on Cyprus, 1964–1974,” The Cyprus Review, 23:1 (Spring 2011), pp. 
17–48. 
Stephen Constantine, “Monarchy and Constructing Identity in ‘British’ Gibraltar, c.1800 to the 
Present,” The Journal of Imperial and Commonwealth History, 34:1 (March 2006), pp. 
23–44. 
Costas M. Constantinou and Oliver P. Richmond, “The Long Mile of Empire: Power, Legitimation 
and the UK Bases in Cyprus,” Mediterranean Politics, 10:1 (March 2005), pp. 65–84. 
Massimiliano Cricco, “Gaddafi’s Libya: From Uncertain Alignment with the USSR to Support for 
Arab Terrorist Movements in the Mediterranean, 1974–1986,” in Elena Calandri, Daniele 
Caviglia and Antonio Varsori (eds.), Détente in Cold War Europe: Politics and Diplomacy 
in the Mediterranean and the Middle East (London: I.B. Tauris, 2016), pp. 233–240. 
CSIA European Security Working Group, “Instability and Change on NATO’s Southern Flank,” 
International Security, 3:3 (Winter 1978–1979), pp. 150–177. 
Robert M. Cutler, “Domestic and Foreign Influences on Policy Making: The Soviet Union in the 
1974 Cyprus Conflict,” Soviet Studies, 37:1 (January 1985), pp. 60–89. 
Alex Danchev, “The Cold War “Special Relationship” Revisited,” Diplomacy & Statecraft, 17:3 
(2006), pp. 579–595. 
John Darwin, “British Decolonization since 1945: A Pattern or a Puzzle?,” The Journal of Imperial 
and Commonwealth History, 12:2 (1984), pp. 187–209. 
Daniele De Luca, “‘The Gods of War were Inspecting their Armaments’: The United States and the 
1970 Jordan Crisis,” in Elena Calandri, Daniele Caviglia and Antonio Varsori (eds.), 
Détente in Cold War Europe: Politics and Diplomacy in the Mediterranean and the Middle 
East (London: I.B. Tauris, 2016), pp. 117–124. 
参考文献 
189 
Ennio Di Nolfo, “The Cold War and the transformation of the Mediterranean, 1960–1975,” in 
Melvyn P. Leffler and Odd Arne Westad (eds.), The Cambridge History of the Cold War, 
Volume II: Crises and Détente (Cambridge: Cambridge University Press, 2010), pp 238–
257. 
Christopher R.W. Dietrich, “Oil Power and Economic Theologies: The United States and the Third 
World in the Wake of the Energy Crisis,” Diplomatic History, 40:3 (June 2016), pp. 500–
529. 
Panagiotis Dimitrakis, “British Intelligence and the Cyprus Insurgency, 1955–1959,” International 
Journal of Intelligence and CounterIntelligence, 21:2 (2008), pp. 375–394. 
––––––, “The Value to CENTO of UK Bases on Cyprus,” Middle Eastern Studies, 45:4 (July 2009), 
pp. 611–624. 
Klaus Dodds, David Lambert and Bridget Robison, “Loyalty and Royalty: Gibraltar, the 1953–54 
Royal Tour and the Geopolitics of the Iberian Peninsula,” Twentieth Century British 
History, 18:3 (2007), pp. 365–390. 
Andrew Dorman, “John Nott and the Royal Navy: The 1981 Defence Review Revisited,” 
Contemporary British History, 15:2 (Summer 2001), pp. 98–120. 
Martin Edmonds and John Skitt, “Current Soviet Maritime Strategy and NATO,” International 
Affairs, 45:1 (January 1969), pp. 28–43. 
Aaron Edwards, “A triumph of realism? Britain, Aden and the end of empire, 1964–67,” Middle 
Eastern Studies, 53:1 (2017), pp. 6–18. 
Dominic Fenech, “Malta’s external security,” GeoJournal, 41:2 (February 1997), pp. 153–163. 
Jeremy Fielding, “Coping with Decline: US Policy toward the British Defense Reviews of 1966,” 
Diplomatic History, 23:4 (October 1999), pp. 633–656. 
Vassilis K. Fouskas, “Reflections on the Cyprus Issue and the Turkish Invasions of 1974,” 
Mediterranean Quarterly, 12:3 (Summer 2001), pp. 98–127. 
––––––, “Uncomfortable Questions: Cyprus, October 1973–August 1974,” Contemporary European 
History, 14:1 (February 2005), pp. 45–63. 
David French, “Duncan Sandys and the Projection of British Power after Suez,” Diplomacy & 
Statecraft, 24:1 (2013), pp. 41–58. 
Brandon Friedman, “From union (ʾīttihād) to united (muttahida): the United Arab Emirates, a 
success born of failure,” Middle Eastern Studies, 53:1 (2017), pp. 112–135. 
John Gallagher and Ronald Robinson, “The Imperialism of Free Trade,” The Economic History 
Review, New Series, 6:1 (1953), pp. 1–15. 
Giuliano Garavini, “The Colonies Strike Back: The Impact of the Third World on Western Europe, 
1968–1975,” Contemporary European History, 16:3 (August 2007), pp. 299–319. 
参考文献 
190 
––––––, “Completing Decolonization: The 1973 ‘Oil Shock’ and the Struggle for Economic Rights,” 
The International History Review, 33:3 (September 2011), pp. 473–487. 
Nikolas Gardner, “The Harold Wilson Government, Airwork Services Limited, and the Saudi 
Arabian Air Defence Scheme, 1965–73,” Journal of Contemporary History, 42:2 (April 
2007), pp. 345–363. 
Florence Gaub, «Libye: le rêve de Kadhafi devient-il réalité?», Politique étrangère, no 3/2012 
(Septembre 2012), pp. 645–657. 
Aurélie Élisa Gfeller, “A European voice in the Arab world: France, the superpowers and the Middle 
East, 1970–74,” Cold War History, 11:4 (November 2011), pp. 659–676. 
Isabella Ginor and Gideon Remez, “The Middle Eastern Test of Détente: The Direct Role of the 
USSR in the Yom Kippur War,” in Elena Calandri, Daniele Caviglia and Antonio Varsori 
(eds.), Détente in Cold War Europe: Politics and Diplomacy in the Mediterranean and the 
Middle East (London: I.B. Tauris, 2016), pp. 125–140. 
Christopher Goldsmith, “The British Embassy in Paris and the Algerian War: An Uncomfortable 
Partner?,” Journal of Strategic Studies, 25:2 (2002), pp. 159–171. 
Rüdiger Graf, “Making Use of the “Oil Weapon”: Western Industrialized Countries and Arab 
Petropolitics in 1973–1974,” Diplomatic History, 36:1 (January 2012), pp. 185–208. 
Maria Eleonora Guasconi, “Europe and the Mediterranean in the 1970s: The Setting Up of the Euro-
Arab Dialogue,” Les cahiers Irice, n° 10 (2013), pp. 163–175. 
Nicolas Guilhot, “Imperial Realism: Post-War IR Theory and Decolonisation, The International 
History Review, 36:4 (2014), pp. 698–720. 
Arnon Gutfeld and Boaz Vanetik, “‘A Situation That Had to Be Manipulated’: The American Airlift 
to Israel During the Yom Kippur War,” Middle Eastern Studies, 52:3 (2016), pp. 419–447. 
Maria Hadjipolycarpou, “The Nation of Saints: The National Theological Rhetoric of Archbishop 
Makarios III (1913–1977),” Journal of Modern Greek Studies, 33:1 (May 2015), pp. 127–
153. 
Mathias Haeussler, “A Pyrrhic Victory: Harold Wilson, Helmut Schmidt, and the British 
Renegotiation of EC Membership, 1974–5,” The International History Review, 37:4 
(2015), pp. 768–789. 
Dan Halvorson, “From Commonwealth Responsibility to the National Interest: Australia and Post-
war Decolonisation in South-East Asia,” The International History Review, 40:4 (2018), 
pp. 870–892. 
Keith Hamilton, “Britain, France, and America’s Year of Europe, 1973,” Diplomacy & Statecraft, 
17:4 (2006), pp. 871–895. 
参考文献 
191 
Edward Hampshire, “Strategic and Budgetary Necessity, or Decision-making ‘Along the Grain’? 
The Royal Navy and the 1981 Defence Review,” Journal of Strategic Studies, 39:7 (2016), 
pp. 956–978. 
Craig A. Harrington, “The Colonial Office and the Retreat from Aden: Great Britain in South Arabia, 
1957–1967,” Mediterranean Quarterly, 25:3 (Summer 2014), pp. 5–26. 
Peter Harris, “Decolonising the special relationship: Diego Garcia, the Chagossians, and Anglo-
American relations,” Review of International Studies, 39:3 (July 2013), pp. 707–727. 
Evanthis Hatzivassiliou, “Cold War Pressures, Regional Strategies, and Relative Decline: British 
Military and Strategic Planning for Cyprus, 1950–1960,” The Journal of Military History, 
73:4 (October 2009), pp. 1143–1166. 
––––––, “The Crisis of NATO Political Consultation, 1973–1974: From DEFCON III to the Atlantic 
Declaration,” Journal of Cold War Studies, 19:3 (Summer 2017), pp. 104–133. 
Gretchen Heefner, ““A Slice of their Sovereignty”: Negotiating the U.S. Empire of Bases, Wheelus 
Field, Libya, 1950–1954,” Diplomatic History, 41:1 (January 2017), pp. 50–77. 
A.G. Hopkins, “Globalisation and Decolonisation,” The Journal of Imperial and Commonwealth 
History, 45:5 (2017), pp. 729–745. 
Stephen Howe, “Decolonisation and imperial aftershocks: the Thatcher years,” in Ben Jackson and 
Robert Saunders (eds.), Making Thatcher’s Britain (Cambridge: Cambridge University 
Press, 2012), pp. 234–251. 
Geraint Hughes, “Britain, the Transatlantic Alliance, and the Arab-Israeli War of 1973,” Journal of 
Cold War Studies, 10:2 (Spring 2008), pp. 3–40. 
R. Gerald Hughes and Thomas Robb, “Kissinger and the Diplomacy of Coercive Linkage in the 
“Special Relationship” between the United States and Great Britain, 1969–1977,” 
Diplomatic History, 37:4 (September 2013), pp. 861–905. 
Ashley Jackson, “Empire and Beyond: The Pursuit of Overseas National Interests in the Late 
Twentieth Century,” The English Historical Review, 123:499 (December 2007), pp. 1350–
1366. 
Rob Johnson, “Out of Arabia: British Strategy and the Fate of Local Forces in Aden, South Yemen, 
and Oman, 1967–76,” The International History Review, 39:1 (2017), pp. 143–164. 
Matthew Jones, “A Decision Delayed: Britain’s Withdrawal from South East Asia Reconsidered, 
1961–68,” The English Historical Review, 117:472 (June 2002), pp. 569–595. 
––––––, ““A Man in a Hurry”: Henry Kissinger, Transatlantic Relations, and the British Origins of 
the Year of Europe Dispute,” Diplomacy & Statecraft, 24:1 (2013), pp. 77–99. 
Theodora Kalaitzaki, “US Mediation in the Greek-Turkish Disputes since 1954,” Mediterranean 
Quarterly, 16:2 (Spring 2005), pp. 106–124. 
参考文献 
192 
Andreas Karyos, “Britain and Cyprus, 1955–1959: Key Themes on the Counter-Insurgency Aspects 
of the Cyprus Revolt,” in Michalis Kontos, Sozos-Christos Theodoulou, Nikos 
Panayiotides and Haralambos Alexandrou (eds.), Great Power Politics in Cyprus: Foreign 
Interventions and Domestic Perceptions (Newcastle: Cambridge Scholars Publishing, 
2014), pp. 33–53. 
Christos Kassimeris, “The Inconsistency of United States Foreign Policy in the Aftermath of the 
Cyprus Invasion: The Turkish Arms Embargo and its Termination,” Journal of Modern 
Greek Studies, 26:1 (May 2008), pp. 91–114. 
Saul Kelly, “Britain, the United States, and the End of the Italian Empire in Africa, 1940–52,” The 
Journal of Imperial and Commonwealth History, 28:3 (2000), pp. 51–70. 
Osamah F. Khalil, “The Crossroads of the World: U.S. and British Foreign Policy Doctrines and the 
Construct of the Middle East, 1902–2007,” Diplomatic History, 38:2 (April 2014), pp. 
299–344. 
Antonis Klapsis, “From Dictatorship to Democracy: US-Greek Relations at a Critical Turning Point 
(1974–1975),” Mediterranean Quarterly, 22:1 (Winter 2011), pp. 61–73. 
Manolis Koumas, “Patterns of the Future? British Mediterranean Strategy and the Choice Between 
Alexandria and Cyprus 1935–8,” The International History Review, 33:3 (September 
2011), pp. 489–500. 
Jonathan Kuiken, “Striking the Balance: Intervention versus Non-intervention in Britain’s Oil Policy, 
1957–1970,” Britain and the World, 8:1 (March 2015), pp. 5–26. 
Klearchos A. Kyriakides, “The Sovereign Base Areas and British Defence Policy Since 1960,” in 
Hubert Faustmann and Nicos Peristianis (eds.), Britain in Cyprus: Colonialism and Post-
Colonialism 1878–2006 (Möhnesee-Wamel: Bibliopolis, 2006), pp. 511–534. 
Ann Lane, “Foreign and defence policy,” in Anthony Seldon and Kevin Hickson (eds.), New Labour, 
Old Labour: The Wilson and Callaghan Governments, 1974–79 (London: Routledge, 
2004), pp. 154–169. 
Henry Laurens, «La diplomatie française dans le conflit israélo-arabe (1967–1970)», Matériaux pour 
l’histoire de notre temps, n° 96 (2009), pp. 3–11. 
Douglas Little, “The Cold War in the Middle East: Suez crisis to Camp David Accords,” in Melvyn 
P. Leffler and Odd Arne Westad (eds.), The Cambridge History of the Cold War, Volume 
II: Crises and Détente (Cambridge: Cambridge University Press, 2010), pp. 305–326. 
––––––, “To the Shores of Tripoli: America, Qaddafi, and Libyan Revolution 1969–89,” The 
International History Review, 35:1 (2013), pp. 70–99. 
Edward Longinotti, “Britain’s Withdrawal from East of Suez: From Economic Determinism to 
Political Choice,” Contemporary British History, 29:3 (2015), pp. 318–340. 
参考文献 
193 
William [Wm.] Roger Louis, “American Anti-Colonialism and the Dissolution of the British Empire,” 
International Affairs, 61:3 (Summer 1985), pp. 395–420. 
––––––, “The British Withdrawal from the Gulf, 1967–71,” The Journal of Imperial and 
Commonwealth History, 31:1 (January 2003), pp. 83–108. 
Wm. Roger Louis and Ronald Robinson, “The Imperialism of Decolonization,” The Journal of 
Imperial and Commonwealth History, 22:3 (1994), pp. 462–511. 
N. Piers Ludlow, “The Real Years of Europe?: U.S.-West European Relations during the Ford 
Administration,” Journal of Cold War Studies, 15:3 (Summer 2013), pp. 136–161. 
––––––, “Safeguarding British Identity or Betraying It? The Role of British ‘Tradition’ in the 
Parliamentary Great Debate on EC Membership, October 1971,” Journal of Common 
Market Studies, 53:1 (January 2015), pp. 18–34. 
Geir Lundestad, “Empire by Invitation? The United States and Western Europe, 1945–1952,” 
Journal of Peace Research, 23:3 (September 1986), pp. 263–277. 
––––––, ““Empire by Invitation” in the American Century,” Diplomatic History, 23:2 (Spring 1999), 
pp. 189–217. 
William Mallinson, “US Interests, British Acquiescence and the Invasion of Cyprus,” The British 
Journal of Politics & International Relations, 9:3 (August 2007), pp. 494–508. 
Konstantina Maragkou, “Favouritism in NATO’s Southeastern flank: The case of the Greek Colonels, 
1967–74,” Cold War History, 9:3 (August 2009), pp. 347–366. 
––––––, “The Wilson Government’s Responses to ‘The Rape of Greek Democracy’,” Journal of 
Contemporary History, 45:1 (2010), pp. 162–180. 
Steve Marsh and John Baylis, “The Anglo-American “Special Relationship”: The Lazarus of 
International Relations,” Diplomacy & Statecraft, 17:1 (2006), pp. 173–211. 
Luis Martinez, «Révolution, contestation et insurrection en Libye (1969–2011)», Tumultes, no 38–
39 (2012), pp. 173–186. 
David M. McCourt, “What was Britain’s “East of Suez Role”? Reassessing the Withdrawal, 1964–
1968,” Diplomacy & Statecraft, 20:3 (2009), pp. 453–472. 
Guia Migani, «La politique globale mediterraneenne de la CEE, 1970–1972», in Antonio Varsori and 
Guia Migani (eds.), Europe in the International Arena during the 1970s: Entering a 
Different World / L’Europe sur la scène internationale dans les années 1970: à la 
découverte d’un nouveau monde (Bruxelles: Peter Lang, 2011), pp. 193–210. 
––––––, “Rediscovering the Mediterranean: First Tests of Coodination among the Nine,” in Elena 
Calandri, Daniele Caviglia and Antonio Varsori (eds.), Détente in Cold War Europe: 
Politics and Diplomacy in the Mediterranean and the Middle East (London: I.B. Tauris, 
2016), pp. 49–59. 
参考文献 
194 
Rory Miller, “The Euro-Arab Dialogue and the Limits of European External Intervention in the 
Middle East, 1974–77,” Middle Eastern Studies, 50:6 (2014), pp. 936–959. 
Kenneth O. Morgan, “Imperialists at Bay: British Labour and Decolonization,” The Journal of 
Imperial and Commonwealth History, 27:2 (1999), pp. 233–254. 
Claude Nicolet, “The Development of US Plans for the Resolution of the Cyprus Conflict in 1964: 
‘The Limits of American Power’,” Cold War History, 3:1 (October 2002), pp. 95–126. 
Helen Parr, “Britain, America, East of Suez and the EEC: Finding a Role in British Foreign Policy, 
1964–67,” Contemporary British History, 20:3 (September 2006), pp. 403–421. 
Effie G.H. Pedaliu, “Human Rights and Foreign Policy: Wilson and the Greek Dictators, 1967–1970,” 
Diplomacy & Statecraft, 18:1 (2007), pp. 185–214. 
––––––, ““A Sea of Confusion”: The Mediterranean and Détente, 1969–1974,” Diplomatic History, 
33:4 (September 2009), pp. 735–750. 
––––––, ““A Discordant Note”: NATO and the Greek Junta, 1967–1974,” Diplomacy & Statecraft, 
22:1 (2011), pp. 101–120. 
Tore [Tingvold] Petersen, “Crossing the Rubicon? Britain’s Withdrawal from the Middle East, 1964–
1968: A Bibliographical Review,” The International History Review, 22:2 (June 2000), pp. 
318–340. 
––––––, “Anglo-American relations over Aden and the United Arab Emirates, 1967–71,” Middle 
Eastern Studies, 53:1 (2017), pp. 98–111. 
Jeffrey Pickering, “Politics and ‘Black Tuesday’: Shifting Power in the Cabinet and the Decision to 
Withdraw from East of Suez, November 1967–January 1968,” Twentieth Century British 
History, 13:2 (January 2002), pp. 144–170. 
Silvia Pietrantonio, “The year that never was: 1973 and the crisis between the United States and the 
European Community,” Journal of Transatlantic Studies, 8:2 (June 2010), pp. 158–177. 
Lorenz Plassmann, «De l’émergence de la question de Chypre à la crise de 1974: le problème 
chypriote dans les relations franco-grecques», Matériaux pour l’histoire de notre temps, n° 
99 (2010), pp. 98–104. 
Lorenz Plassmann et Constantin Prévélakis, «1973 et la Grèce: année des révoltes ou année des 
complots?», Revue internationale et stratégique, n° 91 (2013), pp. 163–171. 
Uzi Rabi, “Britain’s ‘Special Position’ in the Gulf: Its Origins, Dynamics and Legacy,” Middle 
Eastern Studies, 42:3 (May 2006), pp. 351–364. 
–––––– (traduit par Jean-François Daguzan), «La présence britannique dans le Golfe: de la genèse 
au retrait de 1971», Maghreb-Machrek, n° 205 (Automne 2010), pp. 123–138. 
Alexis Rappas, “The Transnational Formation of Imperial Rule on the Margins of Europe: British 
Cyprus and the Italian Dodecanese in the Interwar Period,” European History Quarterly, 
45:3 (July 2015), pp. 467–505. 
参考文献 
195 
Sotiris Rizas, “Managing a conflict between allies: United States policy towards Greece and Turkey 
in relation to the Aegean dispute, 1974–76,” Cold War History, 9:3 (August 2009), pp. 
367–387. 
Thomas Robb, “Henry Kissinger, Great Britain and the ‘Year of Europe’: The ‘Tangled Skein’,” 
Contemporary British History, 24:3 (September 2010), pp. 297–318. 
––––––, “The “Limit of What is Tolerable”: British Defence Cuts and the “Special Relationship,” 
1974–1976,” Diplomacy & Statecraft, 22:2 (2011), pp. 321–337. 
––––––, “The Power of Oil: Edward Heath, the ‘Year of Europe’ and the Anglo-American ‘Special 
Relationship’,” Contemporary British History, 26:1 (March 2012), pp. 73–96. 
Ronald Robinson, “Imperial Theory and the Question of Imperialism after Empire,” The Journal of 
Imperial and Commonwealth History, 12:2 (1984), pp. 42–54. 
Yehudit Ronen, “Libya’s Qadhafi and the Israeli-Palestinian Conflict, 1969–2002,” Middle Eastern 
Studies, 40:1 (January 2004), pp. 85–98. 
––––––, “Libya’s Conflict with Britain: Analysis of a Diplomatic Rupture,” Middle Eastern Studies, 
42:2 (March 2006), pp. 271–283. 
Ash Rossiter, ““Screening the Food from the Flies”: Britain, Kuwait, and the Dilemma of Protection, 
1961–1971,” Diplomacy & Statecraft, 28:1 (2017), pp. 85–109. 
Ziv Rubinovitz, “Blue and White ‘Black September’: Israel’s Role in the Jordan Crisis of 1970,” The 
International History Review, 32:4 (December 2010), pp. 687–706. 
Jonathan Rynhold and Jonathan Spyer, “British Policy in the Arab-Israeli Arena 1973–2004,” British 
Journal of Middle Eastern Studies, 34:2 (August 2007), pp. 137–155. 
John Sakkas, “Conflict and Détente in the Eastern Mediterranean: From the Yom Kippur War to the 
Cyprus Crisis, October 1973–August 1974,” in Elena Calandri, Daniele Caviglia and 
Antonio Varsori (eds.), Détente in Cold War Europe: Politics and Diplomacy in the 
Mediterranean and the Middle East (London: I.B. Tauris, 2016), pp. 141–154. 
Daniel Sargent, “The Cold War and the international political economy in the 1970s,” Cold War 
History, 13:3 (2013), pp. 393–425. 
Shohei Sato, “Britain’s Decision to Withdraw from the Persian Gulf, 1964–68: A Pattern and a 
Puzzle,” The Journal of Imperial and Commonwealth History, 37:1 (March 2009), pp. 99–
117. 
Petros Savvides, “The Collapse of a Fallacious Myth: The Role of Kremlin and Whitehall in the 
Cyprus Crisis of 1974,” in Michalis Kontos, Sozos-Christos Theodoulou, Nikos 
Panayiotides and Haralambos Alexandrou (eds.), Great Power Politics in Cyprus: Foreign 
Interventions and Domestic Perceptions (Newcastle: Cambridge Scholars Publishing, 
2014), pp. 85–106. 
参考文献 
196 
Ivar-André Slengesol, “A Bad Show? The United States and the 1974 Cyprus Crisis,” Mediterranean 
Quarterly, 11:2 (Spring 2000), pp. 96–129. 
Simon C. Smith, “Conflict and Co-operation: Dom Mintoff, Giorgio Borg Olivier and the End of 
Empire in Malta,” Journal of Mediterranean Studies, 17:1 (2007), pp. 115–134. 
––––––, “Power Transferred? Britain, the United States, and the Gulf, 1956–71,” Contemporary 
British History, 21:1 (2007), pp. 1–23. 
––––––, “Integration and Disintegration: The Attempted Incorporation of Malta into the United 
Kingdom in the 1950s,” The Journal of Imperial and Commonwealth History, 35:1 (March 
2007), pp. 49–71. 
––––––, “Dependence and Independence: Malta and the End of Empire,” Journal of Maltese History, 
1:1 (2008), pp. 33–47. 
––––––, “‘America in Britain’s place?’: Anglo-American relations and the Middle East in the 
aftermath of the Suez crisis,” Journal of Transatlantic Studies, 10:3 (September 2012), pp. 
252–270. 
––––––, “The Anglo-American ‘Special Relationship’ and the Middle East 1945–1973,” Asian 
Affairs, 45:3 (2014), pp. 425–448. 
––––––, “Britain’s Decision to Withdraw from the Persian Gulf: A Pattern Not a Puzzle,” The Journal 
of Imperial and Commonwealth History, 44:2 (2016), pp. 328–351. 
––––––, “Failure and success in state formation: British policy towards the Federation of South 
Arabia and the United Arab Emirates,” Middle Eastern Studies, 53:1 (2017), pp. 84–97. 
Edoardo Sorvillo, “Caught in the middle of the transatlantic security dilemma: Great Britain, the 
United States and Western European security, 1970–1973,” Journal of Transatlantic 
Studies, 8:1 (March 2010), pp. 69–82. 
Alex Spelling, “Edward Heath and Anglo-American Relations 1970–1974: A Reappraisal,” 
Diplomacy & Statecraft, 20:4 (2009), pp. 638–658. 
––––––, “‘A Reputation for Parsimony to Uphold’: Harold Wilson, Richard Nixon and the Re-Valued 
‘Special Relationship’ 1969–1970,” Contemporary British History, 27:2 (2013), pp. 192–
213. 
––––––, “‘Recrimination and reconciliation’: Anglo-American relations and the Yom Kippur War,” 
Cold War History, 13:4 (2013), pp. 485–506. 
Ronald Bruce St John, “The Soviet Penetration of Libya,” The World Today, 38:4 (April 1982), pp. 
131–138. 
––––––, “Redefining the Libyan revolution: the changing ideology of Muammar al-Qaddafi,” The 
Journal of North African Studies, 13:1 (March 2008), pp. 91–106. 
Andreas Stergiou, “The Exceptional Case of the British Military Bases on Cyprus,” Middle Eastern 
Studies, 51:2 (2015), pp. 285–300. 
参考文献 
197 
Laurence Stern, “Bitter Lessons: How We Failed in Cyprus,” Foreign Policy, 19 (Summer 1975), pp. 
34–78. 
James [R.] Stocker, “Diplomacy as counter-revolution? The ‘moderate states’, the Fedayeen and 
State Department initiatives towards the Arab-Israeli conflict, 1969–1970,” Cold War 
History, 12:3 (August 2012), pp. 407–428. 
––––––, “A Historical Inevitability?: Kissinger and US Contacts with the Palestinians (1973–76),” 
The International History Review, 39:2 (2017), pp. 316–337. 
Christopher Sutton, “Britain, the Cold War, and ‘the importance of influencing the young’: a 
comparison of Cyprus and Hong Kong,” Britain and the World, 7:1 (March 2014), pp. 85–
108. 
David Tal, “Who needed the October 1973 war?,” Middle Eastern Studies, 52:5 (2016), pp. 737–753. 
Sozos-Christos Theodoulou, “British Military Bases in Cyprus: A Brief Overall Assessment,” in 
Michalis Kontos, Sozos-Christos Theodoulou, Nikos Panayiotides and Haralambos 
Alexandrou (eds.), Great Power Politics in Cyprus: Foreign Interventions and Domestic 
Perceptions (Newcastle: Cambridge Scholars Publishing, 2014), pp. 55–66. 
Martin Thomas, “The Dilemmas of an Ally of France: Britain’s Policy towards the Algerian 
Rebellion, 1954–62,” The Journal of Imperial and Commonwealth History, 23:1 (1995), 
pp. 129–154. 
––––––, “The British Government and the End of French Algeria, 1958–62,” Journal of Strategic 
Studies, 25:2 (2002), pp. 172–198. 
Martin Thomas and Andrew Thompson, “Empire and Globalisation: from ‘High Imperialism’ to 
Decolonisation,” The International History Review, 36:1 (2014), pp. 142–170. 
Sue Thompson, ““The Greatest Success of British Diplomacy in East Asia in Recent Years”? British 
Diplomacy and the Ending of Confrontation, 1965–1966,” Diplomacy & Statecraft, 25:2 
(2014), pp. 285–302. 
Erika Tominaga, “The failure in the search for peace: America’s 1968 sale of F-4 Phantoms to Israel 
and its policy towards Israel and Jordan,” International Relations of the Asia-Pacific, 16:2 
(May 2016), pp. 303–327. 
––––––, “Japan’s Middle East Policy, 1972–1974: Resources Diplomacy, Pro-American Policy, and 
New Left,” Diplomacy & Statecraft, 28:4 (2017), pp. 674–701. 
Marc Trachtenberg, “The French Factor in U.S. Foreign Policy during the Nixon-Pompidou Period, 
1969–1974,” Journal of Cold War Studies, 13:1 (Winter 2011), pp. 4–59. 
Ioannis Tzortzis, “1973: the Metapolitefsi that never was,” Byzantine and Modern Greek Studies, 
38:1 (2014), pp. 114–129. 
参考文献 
198 
Richard John Worrall, “The strategic limitations of a Middle East client state by the mid-1950s: 
Britain, Libya and the Suez Crisis,” Journal of Strategic Studies, 30:2 (April 2007), pp. 
309–347. 
John W. Young, “Europe,” in Anthony Seldon and Kevin Hickson (eds.), New Labour, Old Labour: 
The Wilson and Callaghan Governments, 1974–79 (London: Routledge, 2004), pp. 139–
153. 
Muhamad Hasrul [M.H.] Zakariah, “The Uprising of the Fedayeen Against the Government of 
Jordan, 1970–1971: Declassified Documents from The British Archive,” International 
Journal of West Asian Studies, 2:2 (2010), pp. 47–65. 
––––––, “Oil, War and European Initiatives for Peace in the Middle East 1973–74: British Attitude 
and Perspective,” Middle Eastern Studies, 48:4 (July 2012), pp. 589–611. 
Yahia H. Zoubir, “Libya in US Foreign Policy: From Rogue State to Good Fellow?,” Third World 










































––––––『物語 イギリスの歴史（上）――古代ブリテン島からエリザベス 1 世まで』中央公
論新社〔中公新書〕、2015 年。 


































































ルヴァ書房、2015 年、149–164 頁。 
––––––「チュニジア・モロッコの脱植民地化と西側同盟」益田実・池田亮・青野利彦・齋
藤嘉臣編著『冷戦史を問いなおす――「冷戦」と「非冷戦」の境界』ミネルヴァ
書房、2015 年、193–216 頁。 
石田憲「帝国をめぐる「文化外交」――伊英関係におけるマルタ言語問題」『思想』第 1107
号、2016 年 7 月、60–76 頁。 
泉淳「英帝国の遺産と米国の中東政策」納家政嗣・永野隆行編『帝国の遺産と現代国際関
係』勁草書房、2017 年、179–199 頁。 
伊藤頌文「キプロス危機とイギリス外交――東地中海の「帝国の残滓」と同盟の狭間、一
九七四年」『国際政治』第 184 号、2016 年 3 月、132–145 頁。 
––––––「イギリスの対外軍事関与と東地中海における同盟――キプロス主権基地領域を巡
る議論を中心に、1968–74 年」『国際安全保障』第 44 巻第 4 号、2017 年 3 月、74–
92 頁。 
––––––「リビア政変を巡るイギリス外交――英軍基地撤収問題を中心に、1969–70 年」日
本国際政治学会 2017 年度研究大会報告ペーパー、2017 年 10 月。 
––––––「マルタ防衛協定更新問題とイギリス外交――東地中海における対外軍事関与と同
盟政策の相克、一九七一―七二年」『法学政治学論究』第 115 号、2017 年 12 月、
115–147 頁。 
岩場由利子「第五共和政初期における共同体とアフリカ独立――共同体執行会議を通して」
『史艸』第 54 号、2013 年 11 月、46–71 頁。 
––––––「「共同体」制定過程にみるフランス第五共和制憲法と脱植民地化」『現代史研究』
第 62 巻、2016 年、1–17 頁。 
岡本宜高「戦後イギリス外交研究をめぐる一試論――対米関係と欧州地域統合に着目して」
『六甲台論集――国際協力研究編』第 10 号、2009 年 1 月、19–30 頁。 
–––––– 「ヒース政権期のイギリス外交――欧州統合とデタントの間」『西洋史学』第 240
号、2010 年、319–335 頁。 
参考文献 
202 
小川浩之「第一次 EEC 加盟申請とその挫折 一九五八―六四年――「三つのサークル」ド
クトリンの段階的再編」」細谷雄一編『イギリスとヨーロッパ――孤立と統合の二
百年』勁草書房、2009 年、122–151 頁。 
川波竜三「国際通貨システムの動揺期におけるイギリスのポンド政策――スターリング協
定成立過程、一九六五―一九六八年」『国際政治』第 192 号、2018 年 3 月、97–112
頁。 
木畑洋一「ディエゴガルシア――インド洋における脱植民地化と英米の覇権交代」『学術の
動向』第 12 巻第 3 号、2007 年 3 月、16–23 頁。 
––––––「覇権交代の陰で――ディエゴガルシアと英米関係」木畑洋一・後藤春美編著『帝
国の長い影――20 世紀国際秩序の変容』ミネルヴァ書房、2010 年、249–269 頁。 
木村正俊「現代中東と帝国――「危機の構図」再考」『思想』第 1107 号、2016 年 7 月、93–
112 頁。 
高坂正堯・尾上正男・神谷不二「内戦についての一般的研究」高坂正堯・尾上正男・神谷
不二『アジアの革命』毎日新聞社、1966 年、9–104 頁。 
 【再録】高坂正堯「内戦についての一般的研究」高坂正堯著作集刊行会編『高坂正堯著
作集〈第七巻〉国際政治――恐怖と希望』都市出版、2000 年、387–470 頁。 
合六強「冷戦変容期における大西洋同盟、一九七二―七四年――NATO 宣言を巡る米仏の
動きを中心に」『国際政治』第 164 号、2011 年 2 月、72–85 頁。 
––––––「ニクソン政権と在欧米軍削減問題」『法学政治学論究』第 92 号、2012 年 3 月、167–
196 頁。 
小林弘幸「第一次ハロルド・ウィルソン政権とポラリス・ミサイル搭載型潜水艦建造問題、
一九六四―一九六五年」『法学政治学論究』第 94 号、2012 年 9 月、101–125 頁。 
––––––「第一次ハロルド・ウィルソン政権の大西洋核戦力構想」『法学政治学論究』第 97





九七四年」『法学政治学論究』第 97 号、2013 年 6 月、35–65 頁。 
佐藤滋「冷戦下イギリスの対マレーシア経済・軍事援助政策の展開」『ヨーロッパ文化史研
究』第 17 号、2016 年 3 月、1–29 頁。 
––––––「アジア太平洋経済圏の胎動と援助をめぐる攻防――一九六〇年代における対マレ
ーシア援助政策の変容」渡辺昭一編著『冷戦変容期の国際開発援助とアジア――
一九六〇年代を問う』ミネルヴァ書房、2017 年、148–179 頁。 
佐藤尚平「ペルシャ湾保護国とイギリス帝国――脱植民地化の再検討」『国際政治』第 164




七四―七五年」『国際政治』第 164 号、2011 年 2 月、29–42 頁。 
––––––「イギリスにおける海軍削減の構想と挫折――ジョン・ノットの防衛改革、一九八
一年」『軍事史学』第 49 巻第 3 号、2013 年 12 月、104–120 頁。 
––––––「イギリス軍の撤退とペルシア湾岸の安全保障、1968–71 年」『国際安全保障』第 43
巻第 2 号、2015 年 9 月、1–19 頁。 
芝崎祐典「多角的核戦力（MLF）構想とウィルソン政権の外交政策、1964 年」『ヨーロッ
パ研究』第 3 号、2004 年、63–79 頁。 
––––––「ウィルソン政権におけるイギリスの対 EEC 政策――欧州「歴訪」と英欧関係、
1967 年」『現代史研究』第 52 号、2006 年、13–25 頁。 
––––––「第二次 EEC 加盟申請とその挫折 一九六四―七〇年――イギリスの緩やかな方向
転換」細谷雄一編『イギリスとヨーロッパ――孤立と統合の二百年』勁草書房、
2009 年、152–177 頁。 
––––––「世界的影響力維持の試み――スエズ以東からの撤退とイギリスの中東政策」木畑
洋一・後藤春美編著『帝国の長い影――20 世紀国際秩序の変容』ミネルヴァ書房、
2010 年、71–91 頁。 
清水聡「「プラハの春」をめぐる国際政治の展開――東ドイツ政治外交と「ソ連・東欧圏」
の再編」『Aoyama Journal of International Studies』第 4 号、2017 年、129–144 頁。 
鈴木董「現代中東における共存様式の崩壊と国際紛争――キプロス紛争を中心として」『国
際政治』第 73 号、1983 年 5 月、44–63 頁。 
鈴木陽一「グレーター・マレーシア 一九六一―一九六七――帝国の黄昏と東南アジア人」
『国際政治』第 126 号、2001 年 2 月、132–149 頁。 
高安健将「米国との距離と国益の追求――第四次中東戦争と第一次石油危機をめぐる英国
の対応」『国際政治』第 141 号、2005 年 5 月、86–100 頁。 
田中友紀「リビアにおける権威主義体制存続メカニズム――カッザーフィー体制（1969–
2011）の研究」『比較社会文化研究』第 34 号、2013 年、25–38 頁。 
––––––「現代リビア政治における「部族」と「地域」――カッザーフィー政権移行期の支
配アクターに着目して」『イスラーム世界研究』第 10 巻、2017 年 3 月、131–151
頁。 
鳥潟優子「一九五〇―七〇年代初頭フランスの旧仏領インドシナ外交の展開――大統領の









英語研究』第 53 号、2001 年 3 月、45–67 頁。 
––––––「「対決政策」と英米豪同盟関係――脱植民地化と冷戦の交錯」『コスモポリス』第
8 号、2014 年 3 月、1–13 頁。 
中村長史「出口戦略のディレンマ――構築すべき平和の多義性がもたらす難題」『平和研究』
第 48 号、2018 年 3 月、149–166 頁。 
橋口豊「EC 加盟後のイギリス外交――デタントから新冷戦へ、1974～79 年」『龍谷法学』
第 40 巻第 3 号、2007 年 12 月、377–391 頁。 
––––––「デタントのなかの EC 1969–1979 年――ハーグから新冷戦へ」遠藤乾編『ヨーロッ








降伏受理をめぐる英米中関係」『法学政治学論究』第 92 号、2012 年 3 月、133–165
頁。 
半澤朝彦「液状化する帝国史研究――非公式帝国論の射程」木畑洋一・後藤春美編著『帝





173 号、2013 年 6 月、28–42 頁。 
藤波伸嘉「宗主権と正教会――世界総主教座の近代とオスマン・ギリシア人の歴史叙述」
岡本隆司編『宗主権の世界史――東西アジアの近代と翻訳概念』名古屋大学出版











大学出版会、2015 年、121–143 頁。 
––––––「帝国の遺産としてのイギリス海外領土基地――ディエゴガルシアとキプロス主権
基地領域を中心に」納家政嗣・永野隆行編『帝国の遺産と現代国際関係』勁草書
房、2017 年、103–121 頁。 
六鹿茂夫「20 世紀黒海地域の国際政治」六鹿茂夫編『黒海地域の国際関係』名古屋大学出
版会、2017 年、56–75 頁。 
山口育人「第二次世界大戦後イギリスの世界的役割とコモンウェルス――インド洋地域の
安全保障をめぐって」山本正・細川道久編著『コモンウェルスとは何か――ポス




割の模索、1968–82 年」防衛大学校総合安全保障研究科、2013 年。 
原田桃子「第二次世界大戦以降におけるイギリスの移民政策の展開」東北学院大学文学研
究科、2017 年。 
